
（様式５） 令和5年度　年度評価シート

１　基本情報

２　管理運営の成果・実績

歩行者交通量 歩行者空間の魅力度

186,000人/日以上 37％以上

195,000人/日 56％

104.8% 151.4%

3　収支状況

（１）広告収入により実施する本件業務

当年度 前年度 差異（実績－計画） 主な要因

実績 412,990,154 261,850,402

計画 273,878,000 190,443,000

実績 177,585,755 112,598,203

計画 117,767,540 81,890,490

実績 80,395,555 53,259,129

計画 81,354,957 53,259,130

実績 155,008,844 95,993,070

計画 74,755,503 55,293,380

当年度 前年度 差異（実績－計画） 主な要因

実績 16,508,480 11,026,825

計画 20,239,860 14,161,106

実績 30,642,497 32,516,852

計画 31,035,643 30,652,274

実績 0 0

計画 30,000 30,000

実績 1,589,060 0

計画 1,100,000 1,100,000

事業概要

　拡充整備の進む当地区の地下・地上の道路空間を有効利用し、都市再生特別措置法第46条第

10項に基づき特例道路占用区域に設置する施設等である広告板等を設置して収益活動業務を行

い、その収益を用いて、当地区の道路空間を良好に維持するための道路維持管理業務や道路管

理の適正化業務、利便性の向上やにぎわい創出、安心・安全な都市環境の創出といった都市再

生に資する公的活動業務（以下、これらの業務を総称して「本件業務」という。）を一体的に

実施するもの。

成果指標 歩行者交通量　／　歩行者空間の魅力度

協定名称
梅田１丁目地区の都市再生整備計画区域に設ける入札対象施設等（特例道路占用区域に設ける

施設等）に係る基本協定書

所管課・担当 建設局道路河川部調整課

事業目的

　本事業は、令和３年９月に大阪市が作成した都市再生整備計画「梅田１丁目地区」（以下、

「当地区」という。）に掲げる目標である、大阪の玄関口にふさわしい、利便性・快適性・安

全性の高いエリア形成の実現に向け、民間の柔軟なアイデアと活力による民間主体のまちづく

りの取組みを積極的に支援し推進することにより、当地区における良好な道路空間の創出や、

道路空間を利用したまちのにぎわい・交流の場の創出、道路維持管理経費の縮減などを図るこ

とを目的として実施するもの。

協定期間 令和4年４月１日～令和8年9月30日（認定入札占用計画の認定の有効期間終了日の６カ月後）

評価対象期間 令和5年４月１日～令和6年３月31日

成果指標

数値目標

年度実績

達成率

数値目標 186,000人/日以上　／　37％以上

事業者名 一般社団法人　梅田１丁目エリアマネジメント

収入

広告事業総売上高 139,112,154
計画を大幅に上回る実績となったた

め

（1）収入 80,253,341

減価償却費相当額 -959,402
追加設置予定であった広告板が減少

したため

販売費及び一般管理費

（代理店手数料及び

　総代理店手数料）

59,818,215

上記に伴い、広告代理店手数料が増

加したため

支出

広告事業 -3,731,380 人件費を抑制できたため

道路維持管理業務 -393,146
夜間巡視強化の対象となる事案が発

生しなかったため

道路管理の適正化業務 -30,000
道路維持管理業務と一体で業務を実

施したため

489,060
広告事業予算を流用し、案内サイン

更新を実施したため
利便性向上業務
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当年度 前年度 差異（実績－計画） 主な要因

実績 3,300,000 3,300,000

計画 3,300,000 3,300,000

実績 0 0

計画 0 0

実績 3,300,000 2,574,000

計画 3,300,000 3,300,000

実績 1,650,000 60,000

計画 1,650,000 1,650,000

実績 84,288,577 40,852,201

計画 14,100,000 1,100,000

実績 141,278,614 90,329,878

計画 74,755,503 55,293,380

当年度 前年度 差異（実績－計画） 主な要因

実績 13,730,230 5,663,192

計画 0 0

（２）広告収入以外の収益活動

当年度 前年度 差異（実績－計画） 主な要因

実績 8,800,000 －

計画 8,690,000 －

実績 3,784,000 －

計画 3,736,700 －

実績 5,016,000 －

計画 4,953,300 －

当年度 前年度 差異（実績－計画） 主な要因

実績 1,650 －

計画 608,300 －

実績 1,303,800 －

計画 1,303,800 －

実績 1,855,275 －

計画 1,520,600 －

実績 3,160,725 －

計画 3,432,700 －

当年度 前年度 差異（実績－計画） 主な要因

実績 1,855,275 －

計画 1,520,600 －

４　管理運営状況の評価（１次評価）

（１）成果指標の達成

達成率 評価

104.8% B

151.4% S

にぎわい創出業務 0

支出

評価項目 特記事項

地域との連携業務 0

利益余剰金

（1）-（2） 13,730,230

歩行者交通量

186,000人/日以上

歩行者空間の魅力度

37％以上
各種業務を遂行したことにより、歩行者空間の魅力度が向上したと推測

収入

総売上高 110,000

（1）収入 62,700

安心・安全業務 0

効果検証等業務 0

（2）支出 66,523,111

市納付金 70,188,577
広告収入の上振れ分及び、未実施業

務の精算金が納付されたため

（2）支出 -271,975

利益余剰金

（1）-（2） 334,675

支出

人件費 -606,650 人件費を抑制できたため

道路占用料 0

市納付金 334,675 計画を上回る実績となったため

計画を上回る実績となったため

販売費及び一般管理費

（代理店手数料及び

　総代理店手数料）

47,300

上記に伴い、広告代理店手数料が増

加したため
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（２）市費の縮減

評価

（３）管理運営の履行状況

評価

B

B

B

社会的責任・市の施策との整合性 B

５　利用者ニーズ・満足度等

【アンケート調査】

〇調査対象：①１年間に当該地区に２回以上来場したことのある来街者及び、②当該地区の企業従業者

〇実施方法：オンライン形式でアンケートを実施

〇回答者数：①来街者：400、②企業従業者：201

〇質問項目：性別、年齢層、居住地、総合評価、各種活動に対する満足度など

〇質問内容（総合評価）

　大阪梅田地区では、地区内関係者が連携して歩行者空間について、単なる移動空間だけではなく、そこで過ごす時間や都市空間を創

出することを目指しています。

　歩行者空間の魅力度について、梅田の他の地域（うめきたエリア、阪急大阪梅田駅・茶屋町エリア、JR大阪駅エリア、西梅田エリ

ア）と比べ、あなたは梅田１丁目地区をどう感じますか。

〇結果　※調査対象①の結果

〇各業務に対する満足度のうち、評価点が低かった項目（平均3.5点未満の項目）　※調査対象①の結果

計画を上回る収入を実現し、市納付金（上振れ分）を納

めるに至った
S

広告事業総売上高について、計画を大幅に上回る実績とな

り、提案を上回る市納付金を納付したため

評価項目 特記事項

市費の縮減に係る取組状況 特記事項

施設の設置目的の達成及びサービスの向上

施設の管理運営

事業計画の実施状況

施設の有効活用

当年度 前年度

１，広告事業 地下空間の分かりやすさにつながっている 3.3 3.5

２，道路の適正化業務 地区内の自転車の駐輪状況 3.2 3.4

目的地に至る経路としての地上の分かりやすさ 3.3 3.4

目的地に至る経路としての地下の分かりやすさ 3.3 3.3

来街者の円滑な回遊促進につながっている 3.3 3.3

平均点
評価項目

３，利便性向上業務

事業
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６　外部専門家意見

・

・

・

・

・

・

７　最終評価

評価

A

S

管理運営の履行状況

施設の管理運営

事業計画の実施状況

施設の有効利用

社会的責任・市の施策との整合性

B総合評価

概ね水準に達する管理運営状況であり、多額の納付金を納

めるとともに、成果指標である「歩行者空間の魅力度」に

ついて目標を達成している点は評価できる。

B

施設の設置目的の達成及びサービスの向上

毎月、本市との定例会議を開催し、課題整理・解消に向け

た協議・調整を行うことで、概ね事業計画で定める水準ど

おり、管理運営が行えていた点は評価できる。

引き続き、「地区内の駐輪状況」や「地区内の案内のわか

りやすさ」の改善に向けた検討を行い、重点的に取り組み

を進めて欲しい。

市費の縮減
計画を大幅に上回る広告事業総売上高を達成し、多額の市

納付金を納付している点は評価できる。

評価項目 所見

成果指標の達成

数値目標（都市再生整備計画における目標を定量化する指

標の従前値）と比較し、「歩行者空間の魅力度」が大幅に

向上している点は評価できる。

広告事業収入が計画を大幅に上回っており，順調に事業が進められている点は大いに評価できる。にぎわい創出に向けた取り組み

により注力することにより、今後のさらなる広告事業収入増加に期待する。

道路維持管理業務等については、計画通り進められており、大きな問題はないと考える。また、違法駐輪対策には今後も重点的に

取り組む必要があると考える。

アンケート調査結果において、依然として「地区内の案内のわかりやすさ」に対する評価が低くなっており、改善方策等の検討が

必要と考えられる。

計画を上回る広告収入、市納付金があり、需要（利用状況）に見合う管理運営ができているものと判断できる。

歩行空間の管理運営の高度化に関して、その内容を精査しDXに資するノウハウを検討、蓄積して頂きたい。また、管理運営の効

率化・サービス提供の広範囲化に関して、現場からの改善提案も積極的に受け入れることができるような仕組みも必要。

通行者の安心安全利便に資する情報（鉄道遅延、地下街マップ、経路誘導、周辺イベント案内）ニーズ、提供方法も含めた検討を

継続していただきたい。


